
本
会
の
国
会
対
策
委
員
会
（
委

員
長＝

大
島
明
・
川
崎
市
議
会
議

長
）
は
１２
月
５
日
、
第
１
１
５
回

委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
２４
年
度

政
府
予
算
に
対
す
る
重
点
要
望
を

決
定
し
た
。
ま
た
、
会
議
終
了
後

に
は
、
重
点
要
望
に
掲
げ
た
項
目

の
実
現
を
求
め
、
会
議
出
席
者
に

よ
る
要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

重
点
要
望
に
掲
げ
た
項
目
は
、

地
方
行
政
や
社
会
文
教
な
ど
本
会

５
委
員
会
が
ま
と
め
た
要
望
の
う

ち
、
特
に
喫
緊
の
課
題
と
し
て
国

へ
実
現
を
求
め
る
べ
き
と
判
断
し

た
内
容
。
本
会
の
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
の
動
向
も
踏
ま
え
て
い
る
。

重
点
要
望
項
目
の
柱
は
▽
地
方

一
般
財
源
総
額
の
確
保
▽
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
」
に
お
け
る

地
方
税
財
源
の
確
保
▽
子
ど
も
に

対
す
る
手
当
▽
車
体
課
税
に
係
る

地
方
財
源
の
確
保
―
―
の
４
本
で

構
成
。
ま
さ
に
今
、
い
ず
れ
も
佳

境
を
迎
え
て
い
る
案
件
ば
か
り
。

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

と「
子
ど
も
に
対
す
る
手
当
」は
、

国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
も
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
直
近
で

は
、
第
２
回
臨
時
会
合
が
１１
月
２９

日
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
分

科
会
が
１２
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

が
、
地
方
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

に
対
し
国
の
認
識
に
乖
離
が
目
立

ち
、
双
方
の
溝
は
簡
単
に
埋
ま
り

そ
う
も
な
い
。

「
子
ど
も
に
対
す
る
手
当
」
に

関
し
て
国
は
、
対
２３
年
度
比
で
倍

増
と
な
る
９
８
０
０
億
円
の
負
担

を
地
方
へ
求
め
て
い
る
。
本
来
、

地
方
負
担
は
２２
年
度
限
り
の
暫
定

措
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
国
は
考
慮
し
、
国
が
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
ろ
う
。

第第
２２
回回
臨臨
時時
会会
合合

関
谷
博
・
本
会
会
長
（
下
関
市

議
会
議
長
）
が
出
席
す
る
中
、
１１

月
２９
日
に
第
２
回
臨
時
会
合
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
の
議
題
は
「
子

ど
も
に
対
す
る
手
当
」
。
小
宮
山

洋
子
・
厚
労
相
が
同
手
当
に
関
し

て
、
現
行
の
２
倍
と
な
る
地
方
負

担
を
求
め
た
。
関
谷
会
長
は
小
宮

山
大
臣
へ
、
国
の
責
任
で
全
額
を

負
担
す
る
よ
う
主
張
し
た
。

社社
会会
保保
障障
・・
税税
一一
体体
改改
革革
分分
科科
会会

水
野
淳
・
本
会
副
会
長
（
八
王

子
市
議
会
議
長
）が
出
席
す
る
中
、

１２
月
８
日
に
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
分
５
％
を
巡
る
国

と
地
方
の
配
分
割
合
に
つ
い
て
、

本
格
的
な
議
論
が
始
ま
っ
た
。
総

務
省
が
先
月
ま
と
め
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
地
方
単
独
事
業
の
総
額
は

６
・
２
兆
円
。
大
部
分
が
社
会
保

障
４
分
野
に
該
当
す
る
。
財
務
省

と
厚
労
省
は
対
象
を
絞
る
構
え
。

緊
迫
し
た
状
況
が
続
き
そ
う
だ
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1817号１２月１５日平成23年
（2011年）

国
と
地
方
の
協
議
の
場

本
会
の
国
対
委
が
要
請
活
動
を
展
開

子子
どど
もも
にに
対対
すす
るる
手手
当当
はは
国国
でで

川端達夫・総務相（中央）と面談し要請する大
島委員長ら本会の国会対策委員会のメンバー

左から中川委員（北広島市）、北村委員（大津市）、信貴委員（岸和田市）、岡田委員（木更津市）、�田委員（寝屋川市）、杉木委員（志摩市）、秋山副委員長（八戸市）、大島委
員長（川崎市）、竹歳誠・内閣官房副長官、木村委員（吹田市）、西山副委員長（大牟田市）、河内委員（足利市）、野田委員（福知山市）、清水委員（甲府市）、藤本委員（杉並区）

谷垣禎一・自民党総裁（上写真、前列中央）
ら同党幹部のほか、斉藤鉄夫・公明党税制
調査会長（下写真、中央）と面談し要請した

池口修次・民主党企業団体対策委員会委員長（左
から４人目）、樋高剛・同総括副幹事長（右）らに面談

（１） 平成２３年１２月１５日 第１８１７号
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速速
協協
のの
主主
なな
要要
望望
項項
目目

▽
高
速
自
動
車
国
道
を
中
心
と

し
た
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備

促
進
と
そ
の
恒
久
財
源
の
確
保
に

万
全
を
期
す
こ
と
▽
地
域
の
自
立

支
援
や
環
境
振
興
な
ど
に
資
す
る

よ
う
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
（
未

開
通
区
間
）
確
保
の
た
め
必
要
十

分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
▽
第

４
回
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建

設
会
議
（
平
成
２１
年
４
月
）
で
決

定
さ
れ
た
新
規
事
業
と
４
車
線
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
所
要
財
源
を

確
保
の
う
え
、
早
期
に
着
工
す
る

こ
と
▽
国
土
交
通
省
の
高
速
道
路

の
あ
り
方
検
討
有
識
者
委
員
会
に

お
い
て
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
高

速
道
路
の
料
金
制
度
等
に
つ
い
て

は
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
等
を

含
め
全
国
一
律
と
す
る
こ
と
▽
高

速
道
路
の
原
則
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
交
通
渋
滞
、
環
境
へ
の
負
荷

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
引
き

続
き
慎
重
に
対
応
す
る
こ
と
―
―

な
ど
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
妻
鹿
常
男
・
高
松

市
議
会
議
長
）
は
１２
月
６
日
に
高

速
道
路
建
設
促
進
に
関
す
る
緊
急

要
望
を
実
施
し
た
。
こ
の
要
望
で

は
、
１１
月
１０
日
に
開
か
れ
た
理
事

会
で
決
定
し
た
も
の
の
う
ち
、
ミ

ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
、
４
車
線

化
な
ど
喫
緊
の
課
題
と
判
断
し
た

も
の
を
揚
げ
た
�
詳
細
は
左
掲
。

当
日
は
妻
鹿
会
長
、
瀬
川
副
会
長

（
八
幡
平
市
）
、
吉
田
監
事
（
藤

岡
市
）
、
藤
井
監
事
（
安
芸
高
田

市
）
か
ら
な
る
要
請
班
を
編
制
。

政
府
・
与
野
党
関
係
者
へ
協
力
を

申
し
入
れ
た
。

高
速
自
動
車
国
道
は
流
通
や
観

光
な
ど
に
よ
る
経
済
効
果
に
よ
っ

て
、
各
地
方
の
交
流
を
円
滑
に
す

る
た
め
の
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ

る
。
震
災
災
害
時
に
お
け
る
救
援

や
広
域
救
急
医
療
に
お
い
て
も
、

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
規
格
幹
線
道
路
の

全
体
構
想
が
約
１
万
４
０
０
０
�

で
あ
る
の
に
対
し
、
進
捗
率
は
９

８
６
９
�
と
約
７０
％
に
留
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
未
開
通
区
間

（
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
）解
消
を
重

点
要
望
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
。

ま
た
、
交
通
渋
滞
緩
和
な
ど
の

観
点
に
よ
り
要
望
事
項
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
「
高
速
道
路
の
４
車

線
化
」
に
つ
い
て
も
進
ん
で
い
な

い
。
国
交
省
の
資
料
（
２
０
１
０

年
末
時
点
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

高
速
道
路
の
車
線
数
別
延
長
の
構

成
は
、３
車
線
以
下
が
３３
・
１
％
。

諸
外
国
で
は
ア
メ
リ
カ
が
２
・
３

％
、
フ
ラ
ン
ス
が
０
・
２
％
。
日

本
は
諸
外
国
と
比
べ
て
３
車
線
以

下
の
割
合
が
非
常
に
高
い
。

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

藤
井
昌
之
・
安
芸
高
田
市
議
会
議

長
）
は
１１
月
２９
日
、
第
１
４
２
回

委
員
会
を
開
き
、
自
然
災
害
対
策

の
推
進
、
各
種
交
通
基
盤
整
備
の

推
進
な
ど
の
要
望
を
決
定
し
た
。

当
日
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
要
望
」

を
関
谷
博
本
会
会
長
、
社
会
文
教

委
員
会
・
産
業
経
済
委
員
会
・
建

設
運
輸
委
員
会
の
各
委
員
長
連
名

に
よ
る
要
望
を
ま
と
め
た
。
ま

た
、
８
月
２６
日
に
被
災
地
で
あ
る

名
取
市
で
行
わ
れ
た
「
社
文
正
副

委
員
長
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被

災
地
視
察
」
の
結
果
も
報
告
さ
れ

た
�
震
災
に
関
す
る
要
望
、
被
災

地
視
察
報
告
書
の
詳
細
は
本
紙
１

月
１５
日
号
へ
掲
載
予
定
。

当
日
は
藤
井
委
員
長
、
高
橋
副

委
員
長
（
登
別
市
）
、
土
屋
副
委

員
長
（
鎌
ケ
谷
市
）
は
池
口
修
次

・
民
主
党
企
業
団
体
対
策
委
員
会

委
員
長
に
面
談
、
協
力
を
求
め

た
。
各
委
員
は
地
元
選
出
国
会
議

員
ら
に
対
し
要
請
を
実
施
し
た
。

政
府
・
与
野
党
へ
協
力
要
請

高高
速速
協協
がが
緊緊
急急
要要
望望

建建
運運
委委
がが
要要
望望
決決
定定

【写真上】左から瀬川副会長（八幡平市）、藤井監事（安
芸高田市）、大西健介・企業団体対策委員会副委員
長、若井康彦・企業団体対策委員会委員長代理、妻鹿
会長（高松市）吉田監事（藤岡市）【写真下】小泉俊明・
衆議院国土交通委員会筆頭理事（右）に対し要請

【
写
真
上
】小
泉
昭
男
・
参
議
院
国

土
交
通
委
員
会
委
員（
中
央
）に
対

し
要
請
活
動
を
展
開【
写
真
下
】磯

崎
仁
彦
・
自
民
党
経
済
部
会
副
会

長（
中
央
）に
対
し
面
談
し
要
請

【写真上】衛藤征士郎・衆議院副議長（中
央）に対し要請活動を展開する高速協実行
運動班【写真下】平井卓也・自民党総務部
会長と面談し要望実現に向け協力を求めた

左から藤井委員長（安芸高田市）、池口修次・民主党企業団体対策
委員会委員長、高橋副委員長（登別市）、土屋副委員長（鎌ヶ谷市）

第１８１７号 平成２３年１２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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自
民
党
予
算
・
税
制
等
に
関
す

る
政
策
懇
談
会
が
１１
月
３０
日
、
自

民
党
本
部
で
開
催
さ
れ
、
本
会
を

代
表
し
て
関
谷
博
会
長
（
下
関
市

議
会
議
長
）
が
出
席
。
地
方
税
財

源
に
関
し
意
見
を
述
べ
た
。

意
見
の
柱
は
▽
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
の

財
政
支
援
の
実
施
な
ど
▽
地
方
一

般
財
源
総
額
の
確
保
▽
社
会
保
障

・
税
一
体
改
革
に
お
け
る
地
方
税

財
源
の
確
保
▽
子
ど
も
に
対
す
る

手
当
に
つ
い
て
財
源
は
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
こ
と
▽
車
体
課
税
に

つ
い
て
▽
市
町
村
向
け
の
国
庫
補

助
金
の
一
括
交
付
金
化
に
つ
い
て

│
│
の
６
本
。

「
車
体
課
税
」
に
つ
い
て
は
、

自
動
車
重
量
税
と
自
動
車
取
得
税

の
廃
止
が
焦
点
。
国
税
の
自
動
車

重
量
税
は
税
収
の
約
４
割
が
譲
与

税
と
し
て
、
地
方
税
と
し
て
納
付

さ
れ
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て

は
税
収
の
約
７
割
が
交
付
金
と
し

て
市
町
村
へ
配
分
さ
れ
、
平
成
２３

年
度
で
は
約
４
９
０
０
億
円
が
地

方
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
代
替
財

源
の
な
い
ま
ま
、
２
税
を
廃
止
す

る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

が
１２
月
１
日
、
東
京
・
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
本

会
を
代
表
し
、
社
会
文
教
委
員
長

の
小
林
佐
敏
・
諏
訪
市
議
会
議
長

が
議
長
団
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

当
日
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

の
財
政
基
盤
強
化
に
向
け
、
国
の

国
庫
負
担
の
拡
充
・
強
化
を
行
う

こ
と
な
ど
の
決
議
が
７
項
目
、
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
別
決
議

を
３
項
目
、
合
計
１０
項
目
が
満
場

一
致
で
採
択
。
小
林
委
員
長
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に

大
会
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

国
保
は
本
来
、
農
林
水
産
業
者

や
自
営
業
者
を
中
心
と
す
る
制
度

と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、

他
の
医
療
保
険
に
属
さ
な
い
人
す

べ
て
を
被
保
険
者
と
し
て
い
る
た

め
、
高
齢
者
や
年
金
受
給
者
な
ど

の
無
職
者
、
非
正
規
雇
用
者
の
割

合
が
他
の
保
険
制
度
と
比
較
し
て

高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
結
果
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
他

制
度
に
比
べ
保
険
料
の
負
担
能
力

が
低
い
所
得
者
層
が
多
く
、
国
保

の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
に

あ
る
。
実
際
、
平
成
２１
年
度
の
国

保
（
市
町
村
）
の
決
算
で
は
、
単

年
度
収
支
（
赤
字
補
填
と
し
て
の

一
般
会
計
繰
入
金
を
除
い
た
も

の
）
が
、
３
２
４
０
億
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。

全国市議会事務局職員研修会
平成２４年１月２６日～２７日 東京・砂防会館で開催

全国市議会議長会は「第５９回全国市議会事務局職員研修会」
を下記日程のとおり開催いたします。
開催案内は１２月１４日付で各議会事務局へ送付しておりますの

で、平成２４年１月１３日までに「出欠報告書」にてＦＡＸで、ご
報告を本会までお願いいたします。

記

【１日目】１月２６日（木）
１３：３０ 開会あいさつ

全国市議会議長会事務局次長 関口 勝
１３：３５ 講演１「地方行政をめぐる最近の動向について」

総務省自治行政局行政課長 山� 重孝
１５：２０ 講演２「議会広報紙作成のポイント」

（有）城市創事務所代表 城市 創

【２日目】１月２７日（金）
１０：００ 講演１「議会運営について」

市町村アカデミー客員教授 大塚 康男
１１：３０ 昼食休憩
１２：４５ 講演２「議会事務局の役割について」

山梨学院大学教授 江藤 俊昭
１４：１５ 閉会

会 場：砂防会館１階「利根」
東京都千代田区平河町２―７―５ �０３―３２６１―８３８６

参加費：無料

▼
議
長

▽
美
濃
加
茂

片
桐
美
良（
１０
・
１９
）

▽
�
飾

梅
沢
五
十
六（
１０
・
２０
）

▽
長
岡
京

上
田
正
雄（
１０
・
２４
）

▽
三
田

家
代
岡
桂
子（
１０
・
２４
）

▽
草
加

宇
佐
美
正
隆（
１０
・
２６
）

▽
守
山

森

貴
尉（
１０
・
２６
）

▽
山
陽
小
野
田尾

山
信
義（
１０
・
２６
）

▽
川
西

梶
田
忠
勝（
１０
・
２７
）

▽
君
津

小
林
喜
久
男（
１０
・
２８
）

▽
む
つ

山
本
留
義（
１０
・
３１
）

▼
副
議
長

▽
美
濃
加
茂

大
畑
隆
夫（
１０
・
１９
）

▽
�
飾

出
口
よ
し
ゆ
き（
１０
・
２０
）

▽
長
岡
京

大
伴
雅
章（
１０
・
２４
）

▽
三
田

平
野
菅
子（
１０
・
２４
）

▽
草
加

鈴
木
由
和（
１０
・
２６
）

▽
守
山

筈
井
昌
彦（
１０
・
２６
）

▽
山
陽
小
野
田吉

永
美
子（
１０
・
２６
）

▽
川
西

多
久
和
桂
子（
１０
・
２７
）

▽
君
津

磯
貝

清（
１０
・
２８
）

▽
む
つ

斉
藤
孝
昭（
１０
・
３１
）

議議
会会
人人
事事

自民党へ

予予算算等等でで
意意見見陳陳述述
本会の関谷会長

本会を代表し関谷会長が出席

左から稲田朋美・法務・自治関係団体委員長、
平井卓也・総務部会長、田中和�・団体総局長

財
政
基
盤
強
化
へ
向
け

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
開
く

本
会
社
文
委
員
長
の
小
林
佐
敏
・

諏
訪
市
議
長
に
よ
る
閉
会
の
辞

（３） 平成２３年１２月１５日 第１８１７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



トトピピッッ
ククスス

こ
の
ほ
ど
本
会
で
は
、
９
月
定
例
会
の
「
意
見
書
・
決
議
の
議
決
状
況
」
を
ま
と
め
た
。
本
紙
で
は
今

号
か
ら
上
・
下
の
２
回
に
分
け
、
各
議
会
の
議
決
状
況
を
掲
載
す
る
。
「
上
」
で
は
「
免
税
軽
油
制
度
の

存
続
」
を
求
め
る
意
見
書
が
８３
件
と
最
多
。
道
路
特
定
財
源
が
平
成
２１
年
度
か
ら
一
般
財
源
化
さ
れ
、
軽

油
引
取
税
も
道
路
目
的
税
か
ら
普
通
税
へ
と
移
行
し
た
一
連
の
流
れ
よ
り
発
生
し
た
案
件
と
い
え
る
。

９
月
定
例
会
で
「
免
税
軽
油
制

度
の
存
続
」
を
求
め
る
意
見
書
が

最
多
と
な
っ
た
背
景
は
、
平
成
２４

年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
迎
え
る
同

制
度
の
廃
止
。
廃
止
の
期
限
が
目

前
に
迫
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
制
度

存
続
を
求
め
る
意
見
書
が
増
加
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
６
月
定

例
会
の
状
況
を
紐
解
く
と
、
同
制

度
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
は
５

件
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
�
本
紙
第

１
８
０
７
号
掲
載
。

意
見
書
の
求
め
る
免
税
措
置
の

対
象
税
が
「
軽
油
引
取
税
」
。
同

税
は
、
道
路
特
定
財
源
の
一
環
と

し
て
昭
和
３１
年
に
創
設
さ
れ
、
道

路
目
的
税
と
し
て
導
入
さ
れ
た
経

緯
を
持
つ
。
道
路
特
定
財
源
制
度

は
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
へ
道
路
の

維
持
や
整
備
に
必
要
と
な
る
費
用

の
負
担
を
求
め
て
い
た
。

し
か
し
、
麻
生
政
権
下
の
２０
年

１２
月
８
日
、
「
道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
等
に
つ
い
て
」
が
政

府
・
与
党
の
間
で
合
意
さ
れ
た
。

こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
道
路
特
定

財
源
制
度
は
２１
年
度
を
も
っ
て
一

般
財
源
化
さ
れ
た
。

一
連
の
動
き
に
よ
り
、
道
路
特

定
財
源
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
た

「
軽
油
引
取
税
」
も
一
般
財
源
化

さ
れ
た
。
目
的
税
か
ら
普
通
税
へ

同
税
が
移
行
し
た
こ
と
で
、
「
免

税
軽
油
制
度
」
も
存
在
の
根
拠
規

定
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
農
林

業
用
の
機
械
や
漁
船
、
鉄
道
な
ど

は
道
路
を
使
用
し
な
い
た
め
、
申

請
に
よ
り
課
税
免
除
と
さ
れ
て
い

た
た
め
だ
。

「
道
路
の
整
備
・
維
持
」
を
目

的
と
し
て
軽
油
引
取
税
を
徴
収
す

る
か
ら
こ
そ
、
道
路
を
使
用
し
な

い
者
を
徴
収
の
対
象
外
と
す
る
規

定
が
成
り
立
つ
。
激
変
緩
和
を
目

的
と
し
特
例
措
置
に
よ
り
免
税
制

度
は
存
続
し
て
い
る
も
の
の
、
一

般
財
源
化
さ
れ
た
現
在
、
２３
年
度

末
の
期
限
切
れ
以
降
は
課
税
対
象

に
含
め
ざ
る
を
得
な
い
。

新
た
に
農
林
漁
業
者
が
課
税
対

象
と
な
っ
た
場
合
、
経
営
環
境
を

圧
迫
す
る
こ
と
は
必
至
。
構
造
的

に
営
農
や
漁
船
操
業
な
ど
は
、
経

営
コ
ス
ト
に
占
め
る
燃
油
の
比
重

が
極
め
て
大
き
い
。
さ
ら
に
近
年

の
燃
油
価
格
高
騰
が
追
い
打
ち
を

掛
け
、
こ
こ
数
年
で
農
林
漁
業
者

は
急
速
に
疲
弊
し
て
い
る
。
我
が

国
の
食
料
生
産
を
守
る
た
め
に
も

政
治
的
決
断
が
必
要
と
い
え
る
。

議会

意見書・決議の議決状況（上） （２３．８．１～９．３０）

決 議

【 １ 】

－

１

【 ２ 】

－

２

【 ２ 】

－

－

－

－

２

【 ５ 】

－

－

－

－

－

－

５

【 ０ 】

－

－

－

－

－

－

【 ５ 】

－

－

－

－

５

【 １５ 】

【 ３５ 】

意見書

【 ７４ 】

５０

２４

【 ３９ 】

３３

６

【 ８９ 】

１１

７

７

５

５９

【 ２２１ 】

４０

３５

２６

２６

１７

１１

６６

【 １５６ 】

８３

１８

１１

１０

５

２９

【 １２６ 】

６０

１２

１０

１０

３４

【 ７０５ 】

【 １２１２ 】

件 名

【税・財政】

○地方財政の充実・強化

○その他

【地方行政・議会・選挙】

○自治体クラウドの推進

○その他

【医療・保健衛生】

○介護職員処遇改善交付金制度の継続

○ウイルス性肝炎患者の救済

○ポリオ不活化ワクチンの早急な導入

○子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチンの公費助成、定期
接種化

○その他

【教育・文化】

○私学助成の増額・拡充

○大規模災害時に備えた公立学校教職員派遣
制度の創設

○義務教育費国庫負担制度の堅持

○３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制
度拡充

○定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫
負担制度拡充

○愛知県の私学助成の増額と拡充

○その他

【農林・水産】

○免税軽油制度の存続

○森林・林業・木材産業施策の積極的な展開

○ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉参加
へ反対・慎重な対応を求める

○平成２４年度農業予算編成並びに税制改正に
関する要望

○放射性物質による製茶の被害に対する早急
な対策

○その他

【公害・環境保全】

○原子力発電からの脱却とエネルギー政策の
転換

○災害廃棄物等の処理によって放射性物質を
拡散させないことを要望

○放射能汚染から子どもと国民の健康を守る
対策

○拡大生産者責任（ＥＰＲ）及びデポジット
制度の法制化

○その他

【合 計】

【総合計】

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

「
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
」が
最
多
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